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Stereoscopicモードは、各プロジェクトごとに設定可能です。 このモードを設定することで、

ステレオLとＲチャンネルの表示及びグレーディングが可能となります。 

 

ステレオの設定 

プロジェクトをステレオ設定にするには： 
１． ダイナミックマルチレゾリューションデコーディング 

２． ステレオモードを選択します（インターレースのＤＶＩデバイスを使用している場合） 
の設定をする必要があります。 
 

★ ＤＶＳ ＣｅｎｔａｕｒｕｓＩＩライセンス 

ステレオマルチトラックモード時にＳＤＩ出力を使用する場合、ＤＶＳ ＣｅｎｔａｕｒｕｓＩＩの 

Ｍｕｌｔｉｄｅｖｉｃｅオプションが必要となります。  

 

 

プロジェクト設定 
ステレオは各プロジェクトで個別に設定することができます。プロジェクトのステレオを有効

にするには、メイン画面のプロジェクトリストからステレオにしたいプロジェクトを選択し、 

Ｓｔｅｒｅｏｓｃｏｐｉｃ Ｏｕｔｐｕｔボタンにチェックをします： 

 

 

アプリケーションプリファレンス 

ＳＤＩビデオとインターレースＤＶＩのステレオ出力に対応しています。 



ＳＤＩ 
Ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ/Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ/ＶｉｄｅｏＩＯ： Ｅｎａｂｌｅ ＳＤＩ Ｉ/Ｏ Ｃａｒｄをチェックし、ＳＤＩ Ｉ/Ｏカ

ードを有効にします： 

 

 

インターレースＤＶＩ 
対応しているディスプレイデバイスにＤＶＩ経由でインターレースステレオの出力ができます。

ステレオディスプレイデバイスにインターレースＤＶＩを使用する場合、以下の設定を行って

有効にします： 

Ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ/Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ/ＶｉｄｅｏＩＯ： Ｉｎｔｅｒｌａｃｅ Ｓｔｅｒｅｏ ＤＶＩ Ｏｕｔｐｕｔにチェックします。

 
 

★ Ｉｎｔｅｒｌａｃｅｄ Ｓｔｅｒｅｏモードは、ＯｐｅｎＧＬ ｒｅａｄｂａｃｋと一緒に使用することができませ

ん。 ｒｅａｄｂａｃｋが有効になっている時は、このメニューは表示されません。 

 
 

ステレオを使用する                   
プロジェクトのＳｔｅｒｅｏｓｃｏｐｉｃ Ｏｕｔｐｕｔを有効にしたら、ステレオディスプレイデバイス（ＳＤＩ

もしくはＤＶＩ）へ自動的にステレオが出力されます。 

 

Ｖ１とＶ２トラックを持つコンポジションは、左目用と右目用のステレオチャンネルとしてディス

プレイデバイスに出力されます。 

 



 

 

ステレオチャンネルのＳＤＩ出力は下記のようになります： 

トラック ステレオ ＳＤＩアウトプット 

Ｖ１ 左 Ａ 

Ｖ２ 右 Ｂ 

 

★この出力の順序は、ｇｅｎｅｒａｌ．ｐｒｅｆで逆に変更することができます： 

 

ｒｅｖｅｒｓｅＳｔｅｒｅｏＯｕｔｐｕｔ 

 

このパラメータは、プリファレンスファイルのＩＯカードに記述されています。 

 
 

表示 
ＦｉｌｍＭａｓｔｅｒでは、コンペアモードを使用すると、トラック間の２つのステレオチャンネルを比

較して表示することができます。 

 

マルチトラックグレーディング 
Ｍｕｌｔｉｔｒａｃｋ Ｇｒａｄｉｎｇを有効にすることにより、両方のステレオチャンネルを同時にグレー

ディングすることができます。 

 

Ｍｅｍｏｒｉｅｓモードに切り替えます： 

 

 



Ｓｈｏｔモードに切り替えて、下記で表示しているボタンを使用してＭｕｌｔｉｔｒａｃｋ Ｇｒａｄｉｎｇを

有効にします： 

 

 

 

Ｍｕｌｔｉｔｒａｃｋモード内でグループされているショットは、タイムラインのセグメントの右側に緑

色のトライアングルの表示になります： 

 

 

★ メモ：二つのトラックが同じ長さの尺の場合のみに、Ｍｕｌｔｉｔｒａｃｋモードは有効になりま  

す。 

 
また、レンダリングインジケータのバーは、各トラックのレンダリングステータスを表示しま

す： 

 

 

このようにして、各トラックにグレーディングが行えます。 

 

 


